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結果1．最小被覆円の中心を0とする。0がβに  

含まれるならば0はm哀れ五m（1〇配置問題の解と  

なる。即ち、0は（1）式を満たす諾を与える。  

最小被覆円の中心が定められた範囲β内に  

あると仮定することは極めて自然なことである  

。しかしβ内に配置禁止地域を考えるのも興味  

深い〔4】。   

次にβ⊂R3へ拡張する。  

定義2．β内のすべての需要点をその球面およ  

び内部に含む球の中で半径が最小な球を最小被  

覆球と呼ぶ。  

性質2．最小被覆球をその中心を通る平面で2つ  

の半球に分割すると、各々の半球は分割によって  

生じた境界を含めるとその半球面上に少なくと  

も1つβ内の需要点をふくむ。  

結果2．最小被覆球の中心を0とする。0がかに  

含まれるならば0はm壱mm宜m（ヱ〇配置問題の解  

となる。即ち0は（1）式を満たすごを与える。   

2．2直角距離によるminimax配置   

前節と同様にまずβ⊂兄2の時を扱う。よく  

知られたことではあるが、R2上の2点から等距  

離にある点の集合は、この2点を結ぶ線分の垂  

直2等分線は成立しない。   

ここで、需要点α元の座標を（αわ仇）とするとき  

pl＝m鱒（α電＋島），p2＝min（αi＋A）  

ql＝maX（α元一βi），q2＝min（αi一成）  

とおくと、4つの直線ご＋y ＝pl，ヱ＋y ＝  

p2，エーy＝ql，エーy＝92によって囲まれる  

長方形は直角距離の意味でD内のすべての需要  

点を含む最小被覆円ということになる。ここで  

はこれを最′ト被覆長方形と呼ぶことにする。  

性質3．β⊂R2内のすべての需要点を含む最小  

被覆長方形は4点（当史，攣），（雪空，誓戸），  
（2呈音盤，撃），（撃，攣）を頂点とする長方  

形である。  

1はじめに   

近年コンピュータ科学と社会の複雑化に伴い、  

施設の最適配置を考える問題が注目されLoca－  

tion Sciencesという雑誌まで発行されている。  

この種の問題は、人類が住居を持つようになっ  

てからずっと考察の対象となってきたはずであ  

るが、初めて科学的に取り扱われたのは1929年  

のHotelling［1】の研究であろう。しかし当時は  

時代の要請や計算の方法が今一つということも  

あり、本格的に取り組まれたのはここ20年のこ  

とである。   

ところで、これら配置問題の多くは、平面上  

の与えられた範囲の中で1つまたは複数の施設  

をどの位置に配置すべきかといったものであり、  

ホテルやデパートの中のトイレやレストランあ  

るいは集中冷暖房のための施設といった空間内  

の与えられた範囲内の中である施設をどの位置  

に配置すべきかといった問題はあまり見られな  

い。しかしながら、ホテルを例にとるとレスト  

ランやバー（あるいは居酒屋）だけでなく、さら  

には集会室を何階のどの位置に配置するかで外  

からの客の利用量が大きく変わってくる。その  

結果が宿泊利用者数にまで大きく関係してくる。  

デパートにおいても同様であろう。そしてその  

配置の構造を検討していくと、室外にminmax  

型配置、maXmin配置、最上階配置、グランド  

フロー配置、といったminやmaxの組合せに基  

礎を置く配置が多いことに気がつく。   

2空間内でのminmax配置   

2．1ユークリッド距離によるminimax配置   

まず、β⊂兄2の時を扱う。  

定義1‥D内のすべての需要点を周および内部  

に含むような円の中で半径が最／トな円を最小被  

覆円と呼ぶ。  

性質1．最小被覆円をその中心を通る直線で2つ  

の半円に分割すると、各々の半円は分割した  

境界も含め卑と、その半円周上に少なくと  

も1つβ内の需要点を含む。  
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結果3．直角距離によるm壱m豆mαご配置問題の  

解（（1）式を満足するご）は下記のように与えら  

れる。  

・pl－p2＞飢－92⇒（攣，2呈デリと   

（攣，㌔史）を結ぶ線分上のすべての点   

●pl－p2＝飢－92＝＞   

点（p再出1巾2，pl巾2‾ql‾q2） 44  

・pl－p2＜ql－92⇒（当箪，㌔箪）と   

（2旦喜迫，誓皿）を結ぶ線分上のすべての点   

次いで、β ⊂ R3の場合を考える。この場  

合も兄3上の2点から等距離にある点の集合は  

、2点を結ぶ線分の中点を通り、この線分と垂直  

な平面は成立しない。前と同様に需要点α電の座  

標を（αi，島，7亀）とし   

pl＝m鱒（α汗仇＋¶），p2＝min（αj＋A十¶），  

酌＝m鱒（α盲－β古＋7i），92＝min（α盲－β査＋7盲），  
l  

γ1＝m鱒（α盲＋成一7五），γ2＝min（α慮＋β恵一¶）  
2 l  

とおくと、6つの平面∬＋y＋g＝pl，∬＋y＋z＝  

p2，エーy＋z＝ql，〇一y十Z＝q2，エ＋y一之＝  

γ1，∬＋ツーZ＝γ2によって囲まれる平行六面体  

は直角距離の意味でβ内のすべての需要点を含  

む最小被覆円ということになる。この平行六面  

体を最小被覆平行六面体と呼ぶことにする。   

性質4．β⊂兄3内のすべての需要点を含む最  

小被覆平行六面体は8つの点  

（且と㌍，攣，日子L），（旦乙㌍，攣，訟ヂ），  
（撃，攣，撃），（弘㌍，旦L享弘，㌔苧），  
（牢，攣，竿），（盟㌍，㌍，幣），  
（迫㌍，誓箪，撃），（撃，2呈ヂ，旦呈ヂ）  
を頂点とする平行六面体である。  

結果4．直角距離によるm豆m云mα∬配置問題の  

解は下記のように与えられる。   

・pl－p2 ＞max（91一弘rl－γ2）⇒ 4   

点（弘許，攣，旦呈ヂ），（弘㌍，撃，2ユヂ），   
（撃，誓戸，撃），（撃，攣，攣）を  
頂点とする平行四辺形上のすべての点   

・飢－92 ＞ max（rl－r2，pl－p2）⇒ 4   

点（鮎㌍，攣，幣），（弘㌢，攣，旦1ヂ），   

（竿，2主音史，2呈ヂ），（撃，攣，攣）を  
頂点とする平行四辺形上のすべての点  

・γl－γ2 ＞maxbl－p2，射－q2）⇒ 4   

点（弘許，2ヂ，撃），（弘㌍，2呈ヂ，2上ヂ），  
（旦L㌍，之チ，之呈ヂ），（迫㌍，響，当千）を  
頂点とする平行四辺形上のすべての点   

●pl‾p2＝91＝92＝γ1－r2＝〉  

（91＋帥1＋γ2，pl＋p2－ql－q2，pl巾2－γ1⊥r2）         2         2         2  
3maxmin配置問題   

この場合、問題の性質からmaxmin配置問題  

の解は以下の性質から導かれるように考えられ  

る。   

性質5．JlノルムであってもJ2ノルムであって  

も、需要点を内部に含まず需要点あるいはβの  

境界上の点を少なくとも3点をその周上に含む  

円は必ず存在する。   

ユークリッド距離（g2ノルム）に関しては次の  

結果が成立する。   

結果5．需要点あるいはβの境界上の点を少  

なくとも3点をその周上に含み内部には需要  

点を含まない円の中で半径の最大の円の中心  

はmα∬mれ配置問題の解の候補である。   

この結果は直角距離（Jlノルム）の場合にもそ  

のままあてはめることができる。しかし、具体  

的にこのような円をどうやって見つけ出すかが  

問題となる。  

4ビル内での経営的配置  
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